
宇部工業高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 簿記論Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 51024 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 経営情報学科 対象学年 1
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 商業709　新簿記　新訂版　安藤英義（実教出版）
担当教員 田川 晋也
到達目標
簿記の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，取引の記録と財務諸表の作成に必要な資質・能力を涵養す
る。
(1)簿記について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付ける。
(2)取引の記録と財務諸表の作成の方法の妥当性と課題を見いだし，ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応する
力を身につける。
(3)企業会計に関する法規と基準を適切に適用する力の向上を目指して自ら学び，適正な取引の記録と財務諸表の作成に主体的かつ協働的に取り
組む態度を涵養する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安
（優）

標準的な到達レベルの目安
（良）

最低限の到達レベルの目安
（可）

未到達レベルの目安（不可
）

評価項目1
簿記の目的・役割を理解し
て，記帳の重要性を説明で
きる。

簿記の目的・役割を概ね理
解して，記帳の重要性を説
明できる。

簿記の目的・役割を概ね理
解できる。

簿記の目的・役割を理解で
きない。記帳の重要性を説
明できない。

評価項目2

資産・負債・純資産・収益
・費用の相互関係を理解し
て、貸借対照表と損益計算
書の意味・形式を説明でき
る。

資産・負債・純資産・収益
・費用の相互関係を概ね理
解して、貸借対照表と損益
計算書の意味・形式を説明
できる。

資産・負債・純資産・収益
・費用の相互関係を概ね理
解できる。

資産・負債・純資産・収益
・費用の相互関係を理解で
きない。貸借対照表と損益
計算書の意味・形式を説明
できない。

評価項目3
仕訳の意味を理解して、企
業取引を仕訳をして勘定口
座に転記することができる
。

仕訳の意味を概ね理解して
、企業取引を仕訳をして勘
定口座に転記することがで
きる。

仕訳の意味を概ね理解でき
る。

仕訳の意味を理解できない
。企業取引を仕訳をして勘
定口座に転記することがで
きない。

評価項目4
簿記一巡の流れを理解して
、試算表・精算表の役割を
説明できる。

簿記一巡の流れを概ね理解
して、試算表・精算表の役
割を説明できる。

簿記一巡の流れを概ね理解
できる。

簿記一巡の流れを理解でき
ない。試算表・精算表の役
割を説明できない。

評価項目5

決算の意味・必要性を理解
して、決算手続きを行うこ
とで貸借対照表と損益計算
書を作成することができる
。

決決算の意味・必要性を概
ね理解して、決算手続きを
行うことで貸借対照表と損
益計算書を作成することが
できる。

決算の意味・必要性を概ね
理解できる。

決算の意味・必要性を理解
できない。決算手続きを行
うことで貸借対照表と損益
計算書を作成することがで
きない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
第1学期・第2学期開講
簿記の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，取引の記録と財務諸表の作成に必
要な資質・能力を次のとおり育成することを目指します。

授業の進め方・方法
授業時間帯はできるだけ演習に時間を割くため，事前に予習用のプリントをTeamsに公開します。これらを予め取り組
んだ上、授業（演習）に臨んでほしいです。授業の内容は、日本商工会議所簿記検定3級合格レベルを想定しています。
また、グローバルエンジニア育成のため、英語による簿記・会計のまとめ資料を提供し、課題に取り組んでもらいます
。

注意点 簿記は、積み上げの科目なので、欠席すると授業が理解できなくなります。動画・配布資料などで必ず欠席した授業に
ついてフォローアップをしておくこと。授業中は、私語、居眠りはしないように注意をしてください。

授業の属性・履修上の区分
☑  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ

1週
①ガイダンス、簿記の基礎、資産・負債・純資産と貸
借対照表
②資産・負債・純資産と貸借対照表、収益・費用と損
益計算書、

・シラバスを通じて、学習の意義や授業の進め方、お
よび評価方法などを説明できる。
・簿記の基礎について説明できる。
・資産・負債・純資産について説明できる
・貸借対照表について説明できる。
・収益・費用について説明できる。

2週 ③収益・費用と損益計算書、取引と勘定
④取引と勘定、仕訳と転記

・損益計算書について説明できる。
・取引と勘定について説明できる。
・仕訳と転記について説明できる。

3週 ⑤仕訳と転記、試算表
⑥試算表、精算表、決算

・仕訳と転記に記入ができる。
・試算表について説明できる。
・精算表について説明できる。
・決算について説明できる。

4週 ⑦中間試験
⑧現金・預金の取引

・簿記の基礎にあたる①～⑥について理解度のチェッ
クする。
・現金取引について仕訳と転記ができる。
・預金取引について仕訳と転記ができる。

5週 ⑨現金・預金の取引、商品売買取引
⑩商品売買取引、掛け取引

・現金出納帳、当座預金出納帳について記入できる。
・商品売買取引について仕訳と転記ができる。
・仕入帳、売上帳、商品有高帳の記入ができる。
・掛け取引の仕訳・転記ができる。



6週 ⑪掛け取引、手形取引
⑫手形取引、有価証券取引、固定資産取引

・売掛金元帳、買掛金元帳の記入ができる。
・手形取引についての仕訳と転記ができる。
・受取手形記入帳、支払手形記入帳の記入ができる。
・有価証券取引の仕訳と転記ができる。
・固定資産取引の仕訳と転記ができる。

7週
⑬その他の債権・債務と取引
⑭個人企業の資本取引、販売費及び一般管理費、税金
の取引

・その他債権・債務取引の仕訳と転記ができる。
・資本の追加、引出の取引について仕訳と転記ができ
る。
・販売費及び一般管理費の仕訳と転記ができる。
・税金の取引ができる。

8週
⑮定期試験
⑯答案返却・解答解説、全体の学習事項のまとめ、授
業改善アンケートの実施

・各種取引の仕訳、及び帳簿作成に関する試験問題を
解ける。
・解説を通じて、間違ったところを説明できる。

2ndQ

9週 取引と勘定②
・勘定と勘定科目の意味を理解できる。
・主な勘定科目を説明できる。
・勘定口座の意味を説明できる。
・勘定記入の原則を説明できる。

10週 現金と預金① ・簿記上の現金および現金過不足の処理ができる。
・当座預金と当座借越に関する取引を仕訳できる。

11週 現金と預金② ・現金過不足に関する取引を仕訳できる。

12週 商品売買① ・商品売買取引に関する分記法と三分法を用いて、会
計処理ができる。

13週 商品売買② ・仕入帳と売上帳から取引を推定し、仕訳できる。
・売上原価および売上総利益の算定方法ができる。

14週 商品売買③ ・商品有高帳を作成できる。

15週 定期試験 ・各種取引の仕訳、及び帳簿作成に関する試験問題を
解ける。

16週
答案返却・解答解説
全体の学習事項のまとめ
授業改善アンケートの実施

・解説を通じて、間違ったところを説明できる。

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 宿題・レポート・小テスト 合計
総合評価割合 70 30 100
知識の基本的理解【知識・記憶、
理解レベル】 10 10 20

思考・推論・想像への適用力【適
用、分析レベル】 50 10 60

汎用的能力【論理的思考力】 10 10 20
態度・志向性（人間力）【】 0 0 0
総合的な学習経験と創造的思考力
【】 0 0 0


